
リンガルブラケット矯正の臨床＿表紙 C M Y K

居
波
　
徹
・
佐
奈
正
敏
・
相
澤
一
郎
・
椿
　
丈
二

宮
澤
　
健
・
重
枝
　
徹
・
吉
田
哲
也

【編 著】

束 23mm	 210+210=443mm

リ
ン
ガ
ル
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
矯
正
の
臨
床

【編 著】

居波　徹・佐奈正敏・相澤一郎・椿　丈二
宮澤　健・重枝　徹・吉田哲也

リンガル
ブラケット矯正
の臨床

Clinical Lingual Bracket Orthodontic Technique

リンガルブラケット矯正の臨床決定.indd   1 2020/12/25   10:09



38

5）歯軸と切縁の位置関係について
トルクの発現に関連して，歯軸の変化と切縁の位置関係について解説する．
エッジワイズ法では通常，径の小さいワイヤーから徐々に大きいワイヤーへと進め，あ

そびの少ないレクタンギュラーワイヤーによって目的とする歯軸が与えられることにな
る．この過程で，ブラケットと切縁の位置関係がラビアルブラケット矯正とリンガルブラ
ケット矯正では異なるため，リンガルブラケット矯正ではラビアルブラケット矯正と比べ
て切縁がそろいづらいと感じることが多い．しかしこの場合，安易に 2 nd オーダーベン
ドで修正するのではなく，レクタンギュラーワイヤーによって個々の歯のトルクが確立さ
れ歯軸が改善されるのを待ったほうがよい（ 図 13 ）．

リンガルブラケット矯正でのトルクの発現はブラケットハイトと強く関連し，ラビアルブラケット
矯正ではインアウトと強く関連する．その影響の度合いは，ワイヤーの調整量が同じであればブラ
ケットスロットを円の中心とし，切縁を円周上とする円の大きさと関連する．

上はラウンドワイヤーにてレベリングを行っている．咬合面観のバイトプレーンをみてもわかるように
前歯のハイトが不揃いの状態である．これを是正するために2 ndオーダーベンドを入れ調整を行うと，
レクタンギュラーワイヤーでトルクの確立を行う際にまたハイトが揃わなくなってしまう．
下はワイヤーに2 ndオーダーベンドは付与せずラウンドワイヤーからレクタンギュラーワイヤーへと変
えながらレベリングを進めトルクの確立を行った．不揃いであった前歯のトルクは改善している．

 図 13 　ブラケットと切縁の位置関係
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第 ２ 章

診 断 学

■加強固定／間接的使用

抵抗中心を通るように設計された
フックとアンカースクリューを結紮

口蓋歯槽部のアンカースクリューと
フックを結紮（前後的な加強固定）

口蓋アンカースクリューと前方
フックを結紮（前後的な加強固定）

パタラルバー後方のフックとアン
カースクリューを結紮して臼歯の近
心傾斜を防止．また，大臼歯を圧下

フックとアンカースクリューを結紮
しないと臼歯が近心傾斜する．

■上顎前歯の圧下／直接的使用

前鼻棘付近に植立したアンカースク
リューから歯頸部ボタンを牽引
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初診時

3カ月後

イニシャルアーチ装着時

5カ月後

.014 ニッケルチタンワイヤーを用いたイン
セットの位置調整による歯列の前方拡大の
経過例

.017 × .017 カッパーナイタイワイヤーをイニシャル
アーチに用いた例

超弾性のスクエアワイヤーを用いることによってレベ
リング時のフレアアウトを抑制することができる．

抜歯症例におけるインセットの位置

抜歯症例において，レベリング時にインセット
の位置を第二小臼歯の近心で屈曲することに
よって，舌および食物とワイヤーとの干渉を軽
減し不快症状やワイヤーの変形を防止すること
ができる．

ワイヤースリーブ（ティッシュガード，オー
ソデントラム）

イニシャルアーチの抜歯部位にワイヤース
リーブを装着することで舌の痛みを軽減し，
当該部位のワイヤーの変形を防止すること
ができる．これによって，抜歯部位の隣在
歯への過剰な応力を防止し，ブラケットの
脱落防止にもつながる．
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初診時
（15歳5カ月）

 ■ 初診時顔貌・口腔内写真

 ■ 初診時口腔模型

叢生を伴うⅠ級の患者に対して，リンガルブラケット装置を用いて治療を
行った．

Ⅰ級

抜歯
叢生

初 診 時 年 齢：15歳 5カ月	 動的治療開始：15歳 8カ月
動的治療終了：18歳 3カ月	 動的治療期間：2年 7カ月
主 訴：叢生
病歴・家族歴・全身特記事項：特記事項なし



222

●  4 4 ， 4 4 の抜歯を行った後，上下顎にリンガルブラケット装置を装着し，.014 ニッケルチタンワイヤーによりレ
ベリングを開始した．

●  レベリング後に上顎は .0175× .0175βチタンワイヤーによりトルクの確立を行い，.016× .022ステンレスワイヤー

でスライディングメカニクスによるエンマッセ牽引を開始した．下顎は .016 × .022βチタンワイヤーによりトルクの

確立を行い，.016× .022ステンレスワイヤーでスライディングメカニクスによるエンマッセ牽引を開始した．エンマッ

セ牽引時には，Ⅱ級ゴムを併用した．
●  上下顎に .0175× .0175βチタンワイヤーを装着してディテイリングを行い，緊密な咬頭嵌合を獲得した後，保定に移

行した．動的治療期間は2年 7カ月であった．

治療開始時．上顎装置装着

5カ月時．上下顎レベリング（.014 ニッケルチタンワイヤー）

11 カ月時．上顎エンマッセ牽引（.016×.022 ステンレスワイヤー），下顎トルクの確立（.016
×.022βチタンワイヤー）．Ⅱ級ゴム使用開始

1年 5カ月時．上下顎エンマッセ牽引（.016×.022 ステンレスワイヤー）

1年 11カ月時．上下顎ディテイリング（.0175×.0175βチタンワイヤー）

 ■ 治療経過


